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Ⅰ-02 得意先マスター 

 

得意先マスターの役割 

得意先の詳細定義をコンピュータ内部に記憶させる事で、効率的に業務を行う為のマスターです。 

 

得意先マスターは下記３画面で構成されています。 

・登録処理では基本情報と DM 情報を使用します。 

・修正処理でも同様に、基本情報と DM 情報の変更が可能です。 

・請求情報は基本的に操作しません。 

次頁以降で各画面の詳細を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売管理運用時の売掛金（月間）、請求金額（締め間）

集計情報などが記載されています。 

基本的に修正禁止（修正した履歴が残らないため） 

販売管理運用時の DM 発行サイン設定、及び出荷管

理、販売管理-入金先における別納品先指定等の設定

を行います。 

販売管理を使用しない場合は DM情報画面のDM項目

は使用しません。 
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登録を開始する前に得意先コードについて説明を行います 

得意先コードの構造 

 得意先コードは 6 桁＋4 桁となります。 

①入金先  ②支店 

計 10 桁 

1 2 3 4 5 6  7 8 9 10 

6 桁  4 桁 

入金先とは売掛金が回収される得意先を指します。（例：ABC 本社） 

支店とは住所が異なり売上を分けて集計する事業所等を指します。（例：ABC 原宿店） 

＜登録に際しての注意＞  

◎新規入金先の入力 

 ①に任意のコードを入力して Enter キーを押します。 

 支店の有無にかかわらず②を自動的に飛ばして得意先名で入力待ちとなります。 

◎新規支店の入力（支店を先に登録する事は不可能） 

 ①に登録済の入金先コードを入力し Enter キーを押します。 

 入金先の情報が表示され、②の支店コードを入力して Enter キーを押します。 

 得意先名が変更できるようになります。 

 ※支店入力の場合、入金先と共通の部分は変更できません（例：締日や伝票種別など）。 

 ※印刷物の関係上、得意先名は出来る限り入金先名を付けるべきです。 

  例）入金先は株式会社東光 支店は原宿支店の場合、 

        支店得意先名＝「株式会社東光 原宿支店」となります。 

 上記のような構造となっているため、支店単独での登録は不可能です。 

得意先コードのデータ形式は文字タイプのため、前 0 は文字と認識されます。 

操作方法 

処理選択 

 得意先マスター処理を起動すると自動的に「登録」画面が表示されます。 

 必要に応じて「登録」・「修正」・「削除」処理をマウスやキーボード操作で選択します。 

以下 

 Ⅰ-02-1 [登録]処理は（P.3）で説明します。 

  Ⅰ-02-1_1 ［請求情報］処理は（P.8）で説明します。 

  Ⅰ-02-1_2 ［DM 情報］処理は（P.10）で説明します。 

  Ⅰ-02-1_3 ［総額表示設定］処理は（P.12）で説明します。 

 Ⅰ-02-2 [修正]処理は（P.13）で説明します。 

 Ⅰ-02-3 [削除]処理は（P.14）で説明します。 

 Ⅰ-02-4 [リスト]処理は（P.15）で説明します。 

 Ⅰ-02-5 [2 回締め]処理は(P.16)で説明します。 

 

 

 
 

マスター管理の

コードについて 

 

コードとは文書

のキーであり、

瞬時に検索する

場合や、更新す

る場合などに大

きな役割を果た

します。 

 

マスターの処理

によってコードの

長さは異なりま

すが、左詰めの

文字列であるこ

とは共通です。 

 

例えば、｢ 123 ｣

｢ 0123 ｣ ｢ 00123 ｣

は数値としては

同じですが、文

字列としては別

物であり、並べ

替えにより序列

は変わります。

つまり前 0 も文

字コードとしてみ

なされます。 

 

よってコードの長

さは出来るだけ

統一して割り付

けることをおす

すめします。 
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Ⅰ-02-1 得意先マスター ［登録］処理 

 

[登録]処理説明 

ここでは得意先マスターの登録について説明します。 

操作説明 

1. 処理区分の選択 

 初期値は登録モードとなります。 

 左上の［処理（F）］から［登録（A）］をマウスでクリック、 

 またはアクセスキーを押します。 

 

2. 得意先コードの入力 

 英数字 6 文字以内で入力します。 

3. 支店コードの入力 

 ※本社となるような得意先が先に登録されていることが前提となります。 

 英数字 4 文字以内で入力します。 

以下、Ａ Block～E Block までを項目説明に従い基本情報画面を入力します。 

DM 情報画面を入力し、基本情報画面で更新ボタン(U)を押し登録が終了します。 

各項目説明は次頁で説明します。 

但し、D Block では百貨店、チェーンストアー統一伝票を発行しない限り入力は不要です。 

また、E Block は取引先区分が「1-路面」「2-直営」「3-FC」の選択時のみ使用します。 

 

 

A Block 

C Block 

B Block 

D Block 

E Block 
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項目説明（*は入力が必須の項目です） ｢入金先準拠｣は支店入力時に変更できない項目です。 

A Block 

項目名 属性 入力桁数 
入金先 

準拠 
説明 

得意先名    通常漢字で入力します。半角全角混在可能です。但し、外部提出

帳票以外の納入先名印字は全角１５文字以内が多いので、短く登

録することをお勧めします。 

略称カナ 入力 半角 10 桁  半角ｶﾅで入力されます。得意先の検索等で使用します。 

取引先区分 選択   0～6 を選択します。初期値は「4-買取１」です。 

0-倉庫、1-路面(運用によっては委託になる)、2-直営、 3-FC、 

4-買取１、5-買取２、6-他買取、から選択可能です。 

区分名は導入時に変更が可能です。 

取引先区分とは受注・出荷・Shop で買取、移動を区別するために

用いる区分です。出荷の際、0～2 は移動、3 は FC 売上、4～6 は

卸売上となります。そのため0～3は店別在庫管理を行うことができ

ます。但し 3-FC は移動となる場合があります。 

1-路面、2-直営、 3-FC 選択時、E Block が表示されます。 

0-倉庫、1-路面、2-直営、 3-FC 選択時、「入金口座」の横に 

「検品実施」のチェックが表示されます。(検品機能導入時) 

1-路面選択時、既定の出荷を「移動」・「買取」から選択できます。 

郵便番号 入力 半角 10 桁  ハイフン付きで入力します。例：151-1522 

住所１ 入力 全角 20 桁  通常漢字で入力します。半角全角混在可能です。 

郵便番号を入力すると都道府県、市町村が自動で入力されます。

残りの番地は手入力します。 

住所２ 入力 全角 20 桁  通常漢字で入力します。半角全角混在可能です。建物名などを入

力します。 

電話番号 入力 数値 14 桁  ハイフン付きで入力します。例：03-3404-2961 

FAX 番号 入力 数値 14 桁  ハイフン付きで入力します。例：03-3404-3840 

メールアドレス 入力 半角 255 桁  半角英数と半角記号で入力します。 

業種 入力 半角 6 桁  業種マスターに登録した業種のコードを入力します。 

納品規制 選択   出荷入力、売上入力で警告されます。 

0-納品可能 1-出荷停止 Level１ 2-出荷停止 Level２  

3-取引停止  （初期値は 0 です） 

取引先限度額 入力 数値 9 桁 ○ 取引限度額を入力します。 

取引先限度額とは一入金先における買上限度(請求)額です。 

そのため販売管理の請求一覧表で限度額を超過した場合、 

▲印を印字して警告し注意を促します。 

ブランド 選択   ブランドマスターに登録したブランドをプルダウンメニューから選択

します。 

ランク 入力 半角 3 桁  コードを任意に設定します。(コード長は揃えること推奨) 

主に出荷管理の配分優先順位に使用します。 

例として A～Z 又は 000 から 999 などが登録可能です。 

入金口座 選択  ○ 銀行マスターの口座を選択します。 
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B Block 

項目名 属性 入力桁数 
入金先 

準拠 
説明 

２回締運用 選択  ○ オプション機能で、ON の場合のみ選択が可能です。｢１-有｣に変更

すると、回収予定日の下に２回目の締日・回収サイン・回収予定日

の欄が表示されます。 

*締日 入力 数値 2 桁 ○ 数値 01～31 で入力します。月末締めは 30、28 の月末の場合でも、

31 と入力します。 

回収サイン 選択  ○ 0～6 の回収サインを選択します。初期値は「2-翌月」です。 

0-不定、1-当月、2-翌月、3-翌々月、4-３箇月後、 

5-４箇月後、6-５箇月後、から選択できます。 

*回収予定日 入力 数値 2 桁 ○ 数値01～31で入力します。月末が回収日なら30、28の月末の場合

でも、31 と入力します。 

*２回目締日 入力 数値 2 桁 ○ ２回締運用が「1-有」を選択時のみ表示されます。 

前出の「締日」と同じですが、カレンダー日付から見て 1 回目締日よ

り後ろの日付で設定します。 

２回目 

回収サイン 

選択  ○ ２回締運用が「1-有」を選択時のみ表示されます。 

前出の「回収サイン」と同じです 

*２回目 

回収予定日 

入力 数値 2 桁 ○ ２回締運用が「1-有」を選択時のみ表示されます。 

前出の「回収予定日」と同じです 

 

※B Block の上にある｢検索非表示｣のチェックボックスをオンにすると、 

出荷管理や販売管理などで得意先を検索するときに、一覧表に表示 

させないようにする機能です。 

｢検索非表示｣が OFF（○デリバリーセンター） 

 

 

 

 

 

｢検索非表示｣が ON（○デリバリーセンター） 
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C Block 

項目名 属性 入力桁数 
入金先 

準拠 
説明 

*伝票種別 選択  ○ 使用する伝票種別を選択します。初期値は「なし」です。 

伝票発行 選択   伝票発行の有無を選択できます。 

＊卸し率 入力 数字 

3～5 桁 

 0.01～100.00 の範囲で登録が可能です。整数のみ入力した場合、

小数点部分が「.00」で付きます。空欄のまま Enter を押すと「60.00」

が設定されます。 

＊担当者 選択   従業員マスターの従業員を選択します。初期値は「なし」です。 

Face コード 入力   使用しません。 

部門コード 選択   部門マスターの部門名を選択します。初期値は「なし」です。 

送り状区分 選択   0-無、1-佐川急便 1(新)、2-佐川急便 2(旧)、3-福山通運(旧)、 

4-ヤマト運輸、5-福山通運(新)、6-福山通運 PARCEL1、 

7-西濃運輸、から選択します。初期値は 0 になります。 

請求書発行 選択  ○ 0-無 1-有、初期値 1-有になります。 

繰越し金額 入力 数値 ９桁  運用の導入時のみ入力します。 

注：請求情報画面の前回請求金額・前月売掛残高が同時に登録さ

れます。修正時は特に注意する必要があります。 

入金率 入力 数字 

3～5 桁 

○ 100 以下が入力可能です。整数のみ入力した場合、小数点部分が

「.00」で付きます。登録時初期値は 100.00%です。 

振込手数料 入力 数値 ９桁 ○ 入金額￥30,000 以上の振込手数料の税抜き金額を入力します。初

期値は 0 です。 

TAX 計算有無 選択  ○ 消費税の計算の有無を設定します。0-有、1-無、初期値は 0 です。 

TAX 発生区分 選択  ○ 消費税の計算を「0-締め単位」または「1-伝票単位」から選択しま

す。初期値は 0-締め単位です。 

TAX 端数丸め 選択  ○ 消費税の処理区分を選択します。0-切捨て、1-切上げ、2-四捨五

入、初期値 0-切り捨てです。消費税施工規則２２条により TAX 発

生区分が 0-締め日の場合、必ず 0-切り捨てです。 

 

D Block 

項目名 属性 入力桁数 
入金先 

準拠 
説明 

指定コード  入力 数値文字 

１０桁以内 

 チェーンストアー統一伝票=取引先コード、百貨店買取委託伝票=取

引先コードとなります。 

社店コード 入力 数値文字 

１０桁以内 

 チェーンストアー統一伝票=社店コード、百貨店買取委託伝票=百貨

店となります。 

分類コード 入力 数値文字 

１０桁以内 

 チェーンストアー統一伝票=分類コード、百貨店買取委託伝票=店別

となります。 

伝票区分  入力 数値文字 

１０桁以内 

 チェーンストアー統一伝票=伝票区分となります。 

品別番号 入力 数値文字 

１０桁以内 

 百貨店買取委託伝票=品別番号、販売管理売上入力画面では変更

も可能です。 

その他 入力 数値文字 

１０桁以内 

 オプション以外使用しません。 
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E Block 

項目名 属性 入力桁数 
入金先 

準拠 
説明 

売場区分 選択   売場の区分を選択します。0-無、1-路面店、2-In Shop、3-平場、 

4-コーナー、5-催事、初期値は 0 です。 

契約区分 選択   契約の区分を選択します。0-無、1-買取、2-委託可、3-完全委託、 

4-売上仕入、初期値は 0 です。 

流通区分 選択   流通区分を選択します。0-無、1-路面店、2-百貨店、 

3-ファッションビル、4-モール、5-EC、初期値は 0 です。 

FA 負担 選択   FA の負担を選択します。0-自社、1-代行、初期値は 0 です。 

坪数 入力 数値 

整数 4＋ 

小数 1 桁 

 売場の坪数を 0.0～9999.9 の範囲で入力します。整数のみ入力した

場合、小数点部分が「.0」が自動で付きます。 

人員数 入力 数値 3 桁  売場の人数を入力します。 

開店日 入力 数値 8 桁  開店日を入力します。yyyy/mm/dd の形式となります。 

閉店日 入力 数値 8 桁  閉店日を入力します。yyyy/mm/dd の形式となります。 

在庫管理 選択   在庫管理の有無を選択します。0-有、1-無、初期値は 0 です。 

 

 請求情報・DM 情報などを入力する場合は、各ボタンを押します。 

 （各ボタンについては次のページ以降で説明しています。） 

 

 

 

 

 請求情報・DM 情報などを入力しない場合は更新ボタンを押します。 

4. 更新ボタン 

 入力したデータを登録します。 

5. デフォルトボタン 

 得意先コードと支店コード以外の入力中のデータを消去します。 

6. 中止ボタン 

 得意先コードと支店コードも含め全ての入力中のデータを消去します 

7. 終了ボタン 

 得意先マスターを終了し、マスター画面に戻ります。 

 

※得意先マスター画面から移動するときに、右のような 

メッセージが表示されます。 

「はい」を押すと DM 情報に得意先マスターのデータが 

反映されます。 



基本モジュール 

 

8 

 

Ⅰ-02-1_1 得意先マスター ［請求情報］ 

 

請求書情報は請求情報（得意先の締め間（１０,２０,３１日締め）集計）と、経理情報（月間（会社締

め日）集計）で構成されており、販売管理のデータと連携して自動的に集計されます。 

よってマスター登録時はNBS運用以前のデータを入力することはありますが、NBS運用後のデー

タの入力や修正は不要となります。 

★各項目の修正について 

 原則的に修正を行うことは厳禁です。 

 修正を行うことにより請求明細と請求情報で差異が生じたり、変更の履歴が残らないため 

 社内的に問題となる恐れがあるためです。 

 但し、データベース破損や操作等のミスにより各項目の数値を修正することはあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入金先は上記画面の全項目を使用します。 

支店は請求情報の前回請求金額、及び今回品代入金、今回相殺額、経理情報の前月売掛金

残高、入金項目については使用しません。 

上記画面の「請求情報」から請求書発行が行われます。 

経理情報は月次処理の売掛金管理表等で使用されます。 

基本情報ボタンで得意先マスターの画面に戻り、 DM 情報ボタンで DM 情報の入力画面へ移

動します。 

 

 
 

得意先締め間 

 

得意先締め間

とは得意先に

指定された売

上集計期間の

ことです。 

例：２０日締め 

３月度運用の

場合 

2/21～3/20 

 

会社締め日 

 

自社の売上、

仕入、在庫の

月次を締める

日付のことで、

通常は２０日ま

たは月末となっ

ています。 

例：月末３１日 

３月度の場合 

3/1～3/31 
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［売掛金残高の登録手順］ （※販売管理が運用されている場合） 

1. 得意先マスターの登録 

 基本情報を入力しておきます。 

2. 基本情報の繰越し金額項目の入力 

 消費税を含む売掛金残高を入力します。 

3. 運用の開始 

 売上入金入力を行い請求書発行等を行います。 

但し、マスター登録後・締め日更新処理実行前であれば、２.の繰越し金額項目を運用後に入力することも可能です。 

残高登録時点では、請求情報の前回請求金額項目と前月売掛金残高は同一の金額となります。そのため、月末締

め日以外の得意先では一回目の請求書発行を旧システムでの請求書と NBS の販売管理請求書で提出しなければ

ならな場合があります。 

例 会社締め日=31 日、NBS 販売管理の切り替え=3 月 31 日とした場合、4 月 20 日の請求作業は、 

 旧システムで 3 月 21 日～3 月 31 日 

 NBS の販売管理で 4 月 1 日～4 月 20 日 となります。 
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Ⅰ-02-1_2 得意先マスター ［DM 情報］ 

 

この画面は「①送り先情報」、「②使用形態」、「③DM発行項目」で構成されており、納品書（伝票）やDMの送り状印刷

に使用されます。1 つの得意先コードに対して 1 つの送り先のみ指定が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本情報ボタンで得意先マスターの画面に戻り、請求情報ボタンで請求情報の入力画面へ移動します。 

①送り先情報 

請求書住所と、納品書・DM・送り状住所が異なる場

合に支店登録を行わなくても、この送り先情報で運

用が可能です。登録処理で基本情報を複写でき、必

要に応じて項目を変更します。 

②使用形態 

①の送り先情報が登録されている場合、納品書・DM

送り状の住所を①の送り状情報にするか、得意先マス

ターの基本情報にするかが選択できます。 

「0-無」は基本情報で出力、「1-有」は送り先情報で出

力されます。初期値は「1-有」で設定されていて、▼を

押して選択することができます。 

③DM 発行項目 

得意先単位に DM 発行の指定ができます。

販売管理の随時処理［DM 発行処理］で

DM 情報を選択し、DM ラベルの印刷が可

能です。 

初期値は「1-有」で設定されていて、▼を押

して選択することができます。 
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※ 「*」が付いている項目は基本情報から反映が可能な項目です。 

①送り先情報 

項目名 属性 入力桁数 
入金先 

準拠 
説明 

*送り先名 入力 全角 20 桁  通常漢字で入力。半角全角混在も可能です。 

*略称カナ 入力 半角 10 桁  半角カナで入力されます。 

*郵便番号  入力 半角 10 桁  ハイフン付きで数値を入力します。 例：151-1522 

*住所１ 入力 全角 20 桁  通常漢字で入力します。半角全角混在可能です。 

郵便番号を入力すると都道府県、市町村が自動で入力されます。

残りの番地は手入力します。 

*住所２ 入力 全角 20 桁  通常漢字で入力します。半角全角混在可能です。建物名などを入

力します。 

*電話番号  入力 数値 14 桁  ハイフン付きで入力します。例：03-3404-2961 

*FAX 番号 入力 数値 14 桁  ハイフン付きで入力します。例：03-3404-3840 

役職 入力 全角 20 桁  通常は漢字で入力します。半角全角混在可能です。 

販売管理の［DM 発行処理］の「タイプ B」（ア）で使用します。 

担当者名  入力 全角 20 桁  通常は漢字で入力します。半角全角混在可能です。 

販売管理の［DM 発行処理］の「タイプ B」（ア）で使用します。 

②使用形態 

使用形態 選択   伝票、DM タックシール、送り状の宛名それぞれで選択が可能です。 

0-無・・・得意先マスターの基本情報から宛名を引用します 

1-有・・・①送り先情報から宛名を引用します 

初期値は「1-有」です。 

③DM 発行項目 

DM 項目 選択   販売管理の［DM 発行処理］で発行の抽出条件として使用します。 

0-無、1-有、初期値は「1-有」です。 

※「その他」の項目は上から「その他 1」～「その他 4」（イ）の番号に

なります。 

販売管理の［DM 発行処理］画面（一部抜粋） 

 

（ア） 

（イ） 
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Ⅰ-02-1_3 得意先マスター ［総額表示設定］ 

 

［消費税総額表示］に対応する機能です。 

消費税総額表示設定はお客様では行えません。弊社にて設定変更を行います。 

 

一入金先単位で右の画面の内容に順じた 

総額表示設定が可能ですが、総額設定を 

行うにあたり、別途費用が発生するため、 

画面は弊社にてパスワード管理しています。 

 

消費税総額表示設定に対応している項目は 

 ・伝票下代（入力画面含む） 

 ・伝票上代（入力画面含む） 

 ・請求書 

 ・元帳 となっています。 

また、一得意先単位に何月何日から総額表示に 

対応するかといった詳細な期間設定も可能です。 

総額表示機能を有効にすることで発生する端数 

金額の丸め方法も指定が可能です。 
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Ⅰ-02-2 得意先マスター ［修正］処理 

 

 [修正]説明 

ここでは得意先マスターの修正について説明します。 

1. 処理区分の選択 

 左上の［処理（F）］から［修正（E）］をマウスでクリック、 

 またはアクセスキーを押します。 

 

2. 得意先の選択 

 得意先コードと支店コードを入力、または 

 スペースキーを押して得意先マスタ検索から 

 マウスでの選択が可能です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

3. 項目の修正 

 修正したい項目をマウスで 

 選択して修正します。 

 得意先コード以外の修正が 

 可能です。 

  

 ※締日の変更は P.9 参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 更新ボタン 

 修正したデータを登録します。 

5. 呼出時ボタン 

 得意先コードと支店コード以外の入力中のデータを消去します。 

6. 中止ボタン 

 得意先コードと支店コードも含め全ての入力中のデータを消去します 

7. 終了ボタン 
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 得意先マスターを終了し、マスター画面に戻ります。 

Ⅰ-02-3 得意先マスター ［削除］処理 

 

 [削除]説明 

ここでは得意先マスターの削除について説明します。 

以下に該当する状況の場合、原則的に削除はできません。 

ア）出荷明細、売上入金明細、得意先元帳に明細が存在する場合 

イ）店別在庫(棚ﾏｽﾀｰ)、売掛金が 0 以外または今期売上入金実績が存在する場合 

ウ）支店が存在する場合 

※ア）とウ）に該当が無く、イ）の条件のみの場合、警告表示後に削除は可能です。 

1. 処理区分の選択 

 左上の［処理（F）］から［削除（D）］をマウスでクリック、 

 またはアクセスキーを押します。 

 

 

 

 

2. 得意先の選択 

 得意先コードと支店コードを入力する、または 

 スペースキーを押して得意先マスタ検索から 

 マウスでの選択が可能です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

3. 得意先の確認 

 表示された得意先が削除対象であるか 

 確認します。 

4. 更新ボタン 

 修正したデータを登録します。 

5. 中止ボタン 

 得意先コードと支店コードも含め 

 全ての入力中のデータを消去します 

6. 終了ボタン 

 得意先マスターを終了し、 

 マスター画面に戻ります。 



基本モジュール 

 

15 

 

Ⅰ-02-4 得意先マスター ［リスト］処理 

 

 [リスト]説明 

ここでは得意先マスターのリスト出力について説明します。 

1. 処理区分の選択 

 左上の［処理（F）］から［リスト(L)］にマウスカーソルを乗せ、 

 表示された以下の 4 項目から選択します。 

① マスターリスト 

② 割付表 

③ 称号割付表 

④ 総額設定一覧表 

① マスターリスト 

得意先マスターを一覧形式で出力します。 

 ・出力先：画面上か印刷かを選択します。 

 ・出力形式：マスターリスト(基本情報)または、送り先リスト(DM 情報)を選択します。 

 ・出力順：出力の順番を指定します。 

 ・範囲：得意先コード、担当者、ブランド、部門の開始と終了の指定と、取引先区分での抽出が可能です。 

                      ：全てのデータを出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②割付表 

得意先のコード、得意先名、締め日、回収日項目に絞って、コード順に印刷できます。 

③称号割付表 

得意先のコード、略称カナ、得意先名、伝票種別、締め日、回収日項目に絞って、略称カナ項目の五十音順で 

印刷できます。 

④総額設定一覧表 

得意先マスターの総額表示設定画面で設定されている得意先ごとの総額設定情報を一覧として印刷できます。 
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Ⅰ-02-5 得意先マスター ［2 回締め］処理 
 

 

 

[2 回締め]説明 

一カ月に２回集金がある得意先は、当然のごとく２回締めが発生します。アパレル業界の特色でもある２回締めは 

下記の手順で登録し運用する事ができます。但し、オプション機能の為、必ず設定する必要があります。 

■運用条件 

・入金先単位で設定可能ですが、支店単位での設定は不可能となります。 

・会社締間内で１回目締め日は２回目締め日を超える設定は不可能です（下記の例題参照）。 

・販売管理 請求締め日処理を月２回行う必要があり、また請求業務も月２回行う必要があります。 

・締め日項目は月間運用中変更することは不可能です。変更する場合、先付明細が無いことを確認し、 

月次更新後に変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2 回締めの項目については P.5 の「B block」の表をご参照ください。 

≪この機能はオプション（有償）です≫ 

運用を希望される方は弊社担当営業、またはサポートまでご相談下さい。 

例題 

A． B． 

  

①会社締が 31 日締の場合、A.の設定は○、B.の設定は×となります。 

理由は会社の締日から先にくる締日は 31 日より 15 日にほうが早くくるためです。 

②会社締が 20 日締の場合、A.の設定は×、B.の設定は○となります。 

理由は会社の締日から先にくる締日は 15 日より 31 日にほうが早くくるためです。 


